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月 視点 内容項目 内容 教材
№

教材名 主題名 ねらい きづき
頁

まなび
頁

「親友」とはどのような友達のこ
とでしょう。

①正一からだんだん手紙が来なく
なったとき、和也はどんなことを
思ったでしょう。

かんが
えよう

②「友の肖像画」を見て、和也は
どのようなことを思ったでしょ
う。

多面
的・多
角的

正一の思いに気付いた和也の心の
変容について、友達との話し合い
を通して、相互の信頼のもとに、
磨き合い高め合う真の友情を築く
ことの大切さについての考えを広
げている。

みつめ
よう

③友達どうしが互いに信頼し合
い、高め合うために大切なのは、
どのようなことでしょう。

自己と
つなげ
る

真の友情を築くためには、どのよ
うな気持ちで、どのように関わっ
ていくことが大切か、自己の体験
や考え方と照らして、考えを深め
ている。

「まなび」p.24の詩「うち知って
んねん」を音読する。

「思いやり」という言葉を聞いた
とき、どんなことを思い浮かべま
すか。今日は、「思いやる心」と
いうことについて考えましょう。

①金次郎はどのような思いでわら
じ作りをしようと思ったのでしょ
う。

②村の人に喜んでもらった金次郎
はどう思ったでしょう。

かんが
えよう

③金次郎が、修理したわらじをあ
ちこちに置いたのはどのような考
えからだと思いますか。

多面
的・多
角的

金次郎が、修理したわらじをあち
こちに置いた思いについて話し合
うことを通して、人を思いやった
り親切にしたりする心の在り方に
ついての考えを広げている。

みつめ
よう

④人のためを思い、行動するとき
には、どのようなことを考えると
よいでしょう。

自己と
つなげ
る

自分の体験や価値観に照らして、
相手の立場を考え、人に対して思
いやりの気持ちをもって接してい
こうとする意欲を高めている。

相手に何かをしてあげるときに考
えたいことを、ノート等に書く。

バントはどういうものでしょう。

①バントの指示について監督と星
野君はそれぞれどんな思いだった
でしょう。

②チームのみんなを集めた監督は
どのような思いでいたでしょう。

かんが
えよう

③監督の言葉を聞いた星野君は、
どのようなことを考えていたので
しょう。

多面
的・多
角的

星野君と監督の葛藤や思いと、そ
れぞれの立場からの考えを友達と
話し合い、集団における自分の立
場と責任を果たす在り方について
の考えを広げている。

みつめ
よう

④集団生活において、決められた
約束や役割を守ることの意味を考
えましょう。

自己と
つなげ
る

自分の体験や感じ方・考え方と照
らして、集団の中の自分の立場を
理解し、責任を果たすことの意義
についての考えを深め、これから
に生かそうとしている。

約束や役割を守った結果、うまく
いったりよくなったりしたことに
ついて、ノート等に書く。

4

4

4

B 友情、信頼 友達と互いに信
頼し、学び合っ
て友情を深め、
異性についても
理解しながら、
人間関係を築い
ていくこと。

1 友の肖像画

C よりよい学
校生活、集
団生活の充
実

先生や学校の
人々を敬愛し、
みんなで協力し
合ってよりよい
学級や学校をつ
くるとともに、
様々な集団の中
での自分の役割
を自覚して集団
生活の充実に努
めること。

3

真の友情 正一からの手紙が来な
くなったことで、友情
がとだえそうになった
和也の気持ちを通し
て、相互の信頼のもと
に、協力して磨き合
い、高め合う真の友情
を築こうとする心情を
育てる。

B 親切、思い
やり

誰に対しても思
いやりの心をも
ち、相手の立場
に立って親切に
すること。

2 すり切れたわら
じ

思いやる心 金次郎の行動や気持ち
を考えることを通し
て、人のためになるよ
うな優しい行いを自分
で考え、進んでしよう
とする態度を養う。

星野君の二塁打 チームの一員と
して

指示を守らなかった星
野君の行動に対する監
督の決断とその理由か
ら、学級や地域社会等
の身近な集団におい
て、自分の立場を理解
し、責任を果たそうと
する態度を養う。

6 25

10 19

14 37

学校の授業以外での学習が可能と考えられる教材　　※学校の授業以外での学習として設定したい活動は、赤字で示しています。
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月 視点 内容項目 内容 教材
№

教材名 主題名 ねらい きづき
頁

まなび
頁

評価発問・学習活動

「剣道」を知っていますか。

①「礼」のしかたについて厳しく
指導されていた時、「ぼく」はど
んなことを考えていたでしょう。

②試合で負けてしまった時、「ぼ
く」はどんな気持ちだったでしょ
う。

かんが
えよう

③大人の試合が終わった時の
「礼」を見て、「ぼく」はどのよ
うなことを感じたのでしょう。

多面
的・多
角的

「ぼく」の礼に対する向き合い方
の変容についての話し合いを通し
て、相手を尊重する心のこもった
接し方についての考えを広げてい
る。

みつめ
よう

④真心をしぐさや形に表すために
は、礼儀に対するどのような考え
方が必要でしょう。

自己と
つなげ
る

自分の体験や考え方と照らして、
時と場をわきまえ、相手を尊重す
る気持ちをもった接し方をしてい
こうとする意欲を高めている。

教師の説話を聞く。

著作権についてどんなことを知っ
ていますか。

①あいちゃんが怒ったのはどうし
てだと思いますか。考えられる理
由を挙げてみましょう。

かんが
えよう

②みさきちゃんは、インターネッ
トに投稿する前に何を考える必要
があったでしょう。

多面
的・多
角的

主人公の行動にある問題点につい
て、友達との話し合いを通して、
他者の権利を守る、責任ある行動
の在り方についての考えを広げて
いる。

みつめ
よう

③情報社会の中で責任ある行動を
とるために、何に気を付けて判断
しなければならないでしょう。

自己と
つなげ
る

他者の権利を守る、責任のある判
断や行動の在り方について、自分
の体験や考え方と照らして、考え
を深めている。

教師の説話を聞く。

イエローカードやレッドカードと
はどんなものでしょうか。

①イエローカードを掲げられた
時、翔太はどのように思ったで
しょう。

②レッドカードを掲げられた時、
翔太はどのように思ったでしょ
う。

かんが
えよう

③監督と兄の言葉が頭の中で交互
に響いていた時、翔太はどのよう
なことを考えていたでしょう。

多面
的・多
角的

自分の行動を振り返る主人公の心
の変容について、友達との話し合
いを通して、社会生活をおくる上
でのきまりがある意義についての
考えを広げている。

みつめ
よう

④ルールとは、何のためにあるの
でしょう。

自己と
つなげ
る

自分の体験や価値観とつなげて、
社会生活をおくる上で必要なきま
りを進んで守ろうとする意欲を高
めている。

ルールを守ることが大切だと思っ
たできごとと、そう思った理由を
ノート等に書く。

「差別や偏見のない社会」とはど
ういう社会だと思いますか。

①藤井さんが医療の道に進んだの
はどんな気持ちからでしょうか。

②「顔のふくらみ、さわってもい
いですか。」と言われた時の藤井
さんは、どんなことを思ったで
しょうか。

かんが
えよう

③藤井さんが、語り部になろうと
したのはどのような思いからで
しょう。

多面
的・多
角的

藤井さんの思いについて、友達と
の話し合いを通して、差別や偏見
のない社会を目指すために、正し
い知識と人を思いやる理性が必要
であることについて、考えを広げ
ている。

みつめ
よう

④差別や偏見のない社会にしてい
くために自分がすべきこと、自分
にできることは何でしょう。

自己と
つなげ
る

自分の体験や価値観と照らして、
差別や偏見のない公正・公平な社
会の実現に向けた意欲を高めてい
る。

差別や偏見をなくすために自分が
どんなことができるか、考えたこ
とをノート等に書く。

5

5

5

6

B 礼儀 時と場をわきま
えて、礼儀正し
く真心をもって
接すること。

4 人間をつくる道 礼を重んじる 主人公「ぼく」の気持
ちと行動を通して、時
と場をわきまえ、相手
を尊重する気持ちを
もって、心のこもった
接し方をしようとする
態度を養う。

C 規則の尊重 法やきまりの意
義を理解した上
で進んでそれら
を守り、自他の
権利を大切に
し、義務を果た
すこと。

6 イエローカード ルールの意義 監督と兄の言葉を思い
出している翔太の気持
ちを考えることを通し
て、社会生活を送る上
できまりが必要である
ことを理解し、きまり
を守ろうとする態度を
養う。

A 善悪の判
断、自律、
自由と責任

自由を大切に
し、自律的に判
断し、責任のあ
る行動をするこ
と。

5 さくらちゃんは
だれのもの？

情報社会の中で 友達にもらったイラス
トをインターネット上
に投稿したことを責め
られた主人公の姿か
ら、著作物に対する権
利について考えること
を通して、他者の権利
を守り、責任ある行動
を取ろうとする判断力
と心情を育てる。

C 公正、公
平、社会正
義

誰に対しても差
別をすることや
偏見をもつこと
なく、公正、公
平な態度で接
し、正義の実現
に努めること。

7 さわってごら
ん、ぼくの顔

差別や偏見のな
い社会

藤井さんの実話から、
差別や偏見のない社会
を目指し、公正・公平
に接しようとする態度
を養う。

18 23

22 7

24 29

28 31



月 視点 内容項目 内容 教材
№

教材名 主題名 ねらい きづき
頁

まなび
頁

評価発問・学習活動

「本当の思いやり」とはどういう
ことだと思いますか。

やって
みよう

①電車の中でおばあさんに席を譲
る「ぼく」と「男の子」になっ
て、それぞれの気持ちを考えま
しょう。

②博物館で男の子を助けようとし
た「ぼく」はどのようなことを考
えていたのでしょう。

かんが
えよう

③（そうか。そういうことだった
のか。）と思った「ぼく」は、ど
ういうことに納得したのでしょ
う。

多面
的・多
角的

主人公の心の動きと気付きについ
て、友達との話し合いを通して、
相手の立場や考えを理解した上で
の親切や思いやりの在り方につい
て、考えを広げている。

みつめ
よう

④自分が思う、相手にとっての優
しい行動と、それを受ける相手に
とっての優しい行動は、どう違う
のでしょう。

自己と
つなげ
る

自分の体験や価値観に照らして、
相手の思いや気持ちを理解した思
いやりの示し方や伝え方について
の考えを深め、これからに生かそ
うとしている。

「まなび」p.18について考える。

今日は、「命を守りぬく」ことに
ついて考えましょう。

①呼びかけても反応せず、いつ呼
吸が止まるかも分からない患者の
状況を知った医師たちは、どんな
思いだったでしょう。

②救急車の中で、女の子に人工呼
吸用のチューブを入れている時の
フライトドクターは、どんな思い
だったでしょう。

かんが
えよう

③『成育』の医師に患者を預けた
時のフライトドクターはどのよう
な思いだったでしょう。

多面
的・多
角的

命を守りぬこうと手を尽くす人々
の思いや様子について、友達との
話し合いを通して、命のかけがえ
のなさと大切さについての考えを
広げている。

みつめ
よう

④命を救うために働く人々の姿か
ら、命のかけがえのなさについて
どのように考えますか。

自己と
つなげ
る

生命がかけがえのない大切なもの
であるということについて、自分
の体験や感じ方と照らして、考え
を深めている。

命のかけがえのなさについて、身
近な経験から感じたことをノート
等に書く。

①崩れた石垣を見た時の人々の思
いはどのようなものだったでしょ
う。

②飯田丸五階櫓の緊急工事を引き
受けた時の会社の人々はどのよう
な思いだったでしょう。

かんが
えよう

③さまざまな問題を解決しようと
している時、工事に携わっている
人々はどのような思いでいたで
しょう。

多面
的・多
角的

人々の期待や思いに応えようとし
て働く人々について、友達との話
し合いを通して、みんなのために
働こうとする在り方についての考
えを広げている。

④工事に携わっている人々は、な
ぜ困難な中でもあきらめず続けら
れたのでしょう。

みつめ
よう

⑤自分の仕事を通して地域や社会
に奉仕できることは何でしょう。

自己と
つなげ
る

自分の体験や価値観と照らして、
仕事を通して地域や社会のために
奉仕することの意義について、考
えを深め、これからの自分の在り
方に生かそうとしている。

仕事を通してどんなことができる
ようになりたいか、考えたことを
ノート等に書く。

6

6

6

B 親切、思い
やり

誰に対しても思
いやりの心をも
ち、相手の立場
に立って親切に
すること。

8 思いやりのかた
ち

本当の思いやり 主人公の行動や心の動
きを通して、相手の置
かれている状況を理解
し、思いやりの心とそ
れが伴った親切な行為
を行おうとする態度を
養う。

C 勤労、公共
の精神

働くことや社会
に奉仕すること
の充実感を味わ
うとともに、そ
の意義を理解
し、公共のため
に役に立つこと
をすること。

10 復興のシンボル
を私たちの手で

支える仕事、支
える心

倒壊しかかっている熊
本城飯田丸五階櫓を現
代の技術で支えるプロ
ジェクトを成功させた
人々の姿や思いから、
自分の仕事を通して社
会に奉仕する充実感を
感じ、公共のために役
に立とうとする態度を
養う。

D 生命の尊さ 生命が多くの生
命のつながりの
中にあるかけが
えのないもので
あることを理解
し、生命を尊重
すること。

9 命をつなげ！
ドクターヘリ

命を守りぬく 一つの命を守るために
力を尽くす多くの様々
な人々の活動を通し
て、生命がかけがえの
ないものであることを
理解し、生命を大切に
しようとする心情を育
てる。

36 43

44 33

32 19



月 視点 内容項目 内容 教材
№

教材名 主題名 ねらい きづき
頁

まなび
頁

評価発問・学習活動

加瀬三郎さんについて知りましょ
う。

①三郎は、どのような思いから折
り紙を始めようと思ったのでしょ
う。

②何度も折る練習をしていると
き、三郎はどのような気持ちだっ
たでしょう。

かんが
えよう

③折り紙を折って喜んでいる他国
の子供たちの声を聞いて、三郎は
どのようなことを思っていたで
しょう。

多面
的・多
角的

困難に挑戦し、より大きな喜びを
得た三郎の、自分自身への向き合
い方について、友達との話し合い
を通して、希望をもち努力し続け
る在り方についての考えを広げて
いる。

みつめ
よう

④目標を達成しようと努力してい
る中で、困難に出会ったとき、ど
のように向き合うことが必要で
しょう。

自己と
つなげ
る

目標に向かい、希望をもち努力し
続ける在り方について、自分の体
験や感じ方と照らして考えを深め
ている。

教師の説話を聞く。

日常生活で、やり過ぎてしまった
りきちんとやらずに失敗してし
まったりしたことはありますか。

①「大丈夫。食事のことは全てぼ
くにお任せなさい。」と言った
時、順一はどんなことを考えてい
たでしょう。

②洋子の言葉に「はいはい。」と
答える順一はどう考えていたので
しょう。

かんが
えよう

③移動教室での失敗から、順一
は、これまでの生活をどのように
振り返ったでしょう。

多面
的・多
角的

自分の失敗を振り返るまでの順一
の在り方を友達と話し合い、普段
の生活習慣の大切さについての考
えを広げている。

みつめ
よう

④生活習慣を正すために、どのよ
うなことから気を付けたいです
か。

自己と
つなげ
る

自分の体験や感じ方に照らして、
自分の生活習慣を見直し改めよう
とする意欲を高めている。

「まなび」p.10で自分の生活を振
り返る。

日本での災害について振り返って
みましょう。

①校長先生から寺田寅彦の話を聞
いた「ぼく」は、この後どんなこ
とを考えたでしょうか。

かんが
えよう

②これから防災用品の点検につい
て気を付けて見ると言っている
「ぼく」の気持ちを考えましょ
う。

多面
的・多
角的

寺田寅彦のエピソードを聞いた
「ぼく」の思いの変化を友達と話
し合い、安全を考えた危機管理の
在り方についての考えを広げてい
る。

みつめ
よう

③災害に対する、必要な準備とは
どのようなことですか。

自己と
つなげ
る

自分の体験や感じ方に照らして、
安全を考えた普段の過ごし方を心
掛けようとする意欲を高めてい
る。

自分の生活を振り返りながら、必
要な準備についてノート等に書
く。

7

9

7

A 節度、節制 安全に気を付け
ることや、生活
習慣の大切さに
ついて理解し、
自分の生活を見
直し、節度を守
り節制に心掛け
ること。

12 だから言ったの
に

ふだんの生活を
大切に

普段の生活習慣が原因
で、移動教室で失敗を
した順一の姿から、生
活習慣の大切さについ
て理解し、自分の生活
を見直し改める態度を
養う。

A 希望と勇
気、努力と
強い意志

より高い目標を
立て、希望と勇
気をもち、困難
があってもくじ
けずに努力して
物事をやり抜く
こと。

11 折り紙でたくさ
んの笑顔を

困難を乗りこえ
て

困難な状況でも希望を
もつことを忘れずに努
力し続けることのすば
らしさを知り、目標に
向かって努力しようと
する心情を育てる。

A 節度、節制 安全に気を付け
ることや、生活
習慣の大切さに
ついて理解し、
自分の生活を見
直し、節度を守
り節制に心掛け
ること。

13 天災は忘れたこ
ろにやってくる

安全について 寺田寅彦の指摘する危
機管理の在り方につい
て考えるとともに、望
ましい生活習慣を積極
的に築き、自ら節度を
守り節制に心がける態
度を養う。

48 15

52 11

56 11



月 視点 内容項目 内容 教材
№

教材名 主題名 ねらい きづき
頁

まなび
頁

評価発問・学習活動

日本の発展のために活躍した人物
を知っていますか。今日は命懸け
で藩を守ろうとした人の気持ちを
考え、国や郷土を愛する気持ちに
ついて考えましょう。

①米百俵が届いたとき、藩士たち
はどのような気持ちだったでしょ
う。

②虎三郎と藩士達はそれぞれ「郷
土のために」どのようなことを考
えていたのでしょう。

かんが
えよう

③長岡をよみがえらせようと話す
虎三郎の思い描く藩の未来の姿は
どのようなものでしょう。

多面
的・多
角的

虎三郎の思いと藩士たちの思いに
ついて友達と話し合い、郷土を愛
し発展させようとする思いの在り
方についての考えを広げている。

みつめ
よう

④郷土に伝わる歴史や文化から、
先人の思いをどのように受け継
ぎ、伝えていくことができるで
しょう。

自己と
つなげ
る

郷土を愛し、発展させようとする
取り組みについて、自分の体験や
考え方と照らして、これからの在
り方についての考えを深めてい
る。

郷土の歴史や文化を、どんなふう
に受け継いだり伝えたりすること
ができるか、ノート等に書く。

ノーベル化学賞を受賞した田中耕
一さんのことについて見ていきま
しょう。

①田中さんの自分らしいところは
どんなところだと思いますか。

②「好きなように発想していいん
だよ。」という澤柿先生の言葉
に、田中さんはどんな思いをもっ
たでしょう。

かんが
えよう

③「ぼくの考え、ぼくの心はいつ
までも、ぼくのものでありた
い。」と作文に書いた田中さんの
思いについて考えましょう。

多面
的・多
角的

自分の長所に気付き、それを生か
そうとする田中さんの思いについ
て友達と話し合い、個性を生かし
て自分らしく生きることについて
の考えを広げている。

みつめ
よう

④自分らしさとはどのようなこと
か考えましょう。

自己と
つなげ
る

長所を生かして積極的に生きるこ
とについて、自分の体験や考え方
と照らして、自分の在り方につい
ての考えを深めている。

「まなび」p.13コラムを読む。

自分の行ったことで、「あのとき
こうすればよかった。」と思った
ことはありますか。

①「今こそ、勇気を奮い起こし
て、たたかう時だ。」と思った時
のヤクーバの勇気とはどういうも
のでしょうか。

やって
みよう

②二つの道どちらかを選ぼうとす
るヤクーバの心の中を、役になっ
て演じてみましょう。

かんが
えよう

③牛たちの世話をしながら、ヤ
クーバは自分の選んだ道について
どのように考えていたでしょう。

多面
的・多
角的

ヤクーバの葛藤について友達と話
し合い、自分自身の心に誠実であ
る生き方についての考えを広げて
いる。

みつめ
よう

④周りの価値観と自分の信念が食
い違ったとき、何を大切にしたい
と思いますか。

自己と
つなげ
る

自分に対して誠実である生き方や
在り方について、自分の体験や考
え方に照らしながら、深く考えて
いる。

教師の説話を聞く。

9

9

9

C 伝統と文化
の尊重、国
や郷土を愛
する態度

我が国や郷土の
伝統と文化を大
切にし、先人の
努力を知り、国
や郷土を愛する
心をもつこと。

14 米百俵 郷土のために 虎三郎が長岡を思う姿
を通して、我が国の発
展に尽くした先人の業
績のおかげで受け継が
れている歴史や文化を
尊重し、郷土を愛する
心情を育てる。

A 正直、誠実 誠実に、明るい
心で生活するこ
と。

16 ヤクーバとライ
オン

誠実に生きる ライオンを逃がすこと
を決めたヤクーバの気
持ちを考える事を通し
て、自分に誠実に生き
ようとする心情を育て
る。

A 個性の伸長 自分の特徴を
知って、短所を
改め長所を伸ば
すこと。

15 作業服のノーベ
ル賞

自分らしさを大
切に

田中耕一さんの幼少期
の話から、自分の長所
を生かして積極的に生
きていこうとする心情
を育てる。

64 13

68 9

60 39



月 視点 内容項目 内容 教材
№

教材名 主題名 ねらい きづき
頁

まなび
頁

評価発問・学習活動

友達と分かり合えなかった経験は
ありますか。

①選考会の後、先生の発表を聞い
た二人は、それぞれどんなことを
思ったでしょう。

②選考会の後１か月間、お互いに
伝えたかったことはどんなこと
だったのでしょう。

かんが
えよう

③競技大会の後、並んで話すこと
ができたのは、どのようなことが
あったからでしょう。

多面
的・多
角的

互いに話すことなく過ごす二人の
在り方と、それぞれの気持ちの変
容を友達と話し合い、思いを伝え
合って理解し合う在り方について
の考えを広げている。

みつめ
よう

④きっかけのあるなしに関わら
ず、お互いを理解し合うために
は、どのような見方や考え方が大
切でしょう。

自己と
つなげ
る

自分の考えを伝えたり、相手の立
場を尊重して話し合ったりするこ
との大切さについて、自分の体験
や考え方と照らして考えを深めて
いる。

教師の説話を聞く。

雪の結晶を見てみましょう。この
美しさに魅せられ、世界に広めよ
うとした人がいます。

①顕微鏡を通して初めて出合った
雪の世界を見て、ウィリーはどの
ように思ったでしょう。

②雪の撮影がうまくできない時、
ウィリーはどのように思ったで
しょう。

かんが
えよう

③ウィリーは、なぜ、村の人たち
に笑われても、写真を撮り続けた
のでしょう。

多面
的・多
角的

写真を撮り続けるベントレーの気
持ちについて、友達との話し合い
を通して、物事を探究することに
ついての考えを広げている。

みつめ
よう

④不思議だと思うこと、疑問に思
うこと、知りたいと思うことに対
してどのように向き合っていきた
いですか。

自己と
つなげ
る

物事の真理を探究しようとする在
り方について、自分の体験や感じ
方と照らして、考えを深めてい
る。

教師の説話を聞く。

今日は、「自然を守る」というこ
とについて考えましょう。

①馬場先生は、西表島についてど
う思っているでしょう。

②失われていくマングローブの森
の現状を見た時、馬場先生は、ど
んなことを考えたでしょう。

かんが
えよう

③馬場先生がマングローブのすば
らしさを訴え、よみがえらせる活
動をする思いについて考えましょ
う。

多面
的・多
角的

馬場先生が活動をし続ける思いに
ついて友達と話し合い、自然環境
を守ろうとすることについての考
えを広げている。

みつめ
よう

④地球に生きる一人として、自分
にできることについて考えましょ
う。

自己と
つなげ
る

自分の体験や考え方と照らして、
自然環境を守ることの意義や在り
方についての考えを深め、環境保
護に対する意欲を高めている。

「まなび」p.44「沈黙の海」を音
読し、考えたことや感想をノート
等に書く。

10

10

10

A 真理の探究 真理を大切に
し、物事を探究
しようとする心
をもつこと。

18 雪の写真家ベン
トレー

真理を求める 雪の結晶の美しさをみ
んなに伝えようとする
ベントレーの気持ちを
通して、物事を探究し
ようとする心情を育て
る。

B 相互理解、
寛容

自分の考えや意
見を相手に伝え
るとともに、謙
虚な心をもち、
広い心で自分と
異なる意見や立
場を尊重するこ
と。

17 高とびの選手は
だれがなる

同じ立場になっ
て

同じ立場になって、互
いのことが理解できた
美奈と裕子の心の動き
を通して、自分の考え
を伝えることで誤解が
解けたり相手を尊重す
ることができたりする
ことに気付き、相手の
立場に立って考える態
度を養う。

D 自然愛護 自然の偉大さを
知り、自然環境
を大切にするこ
と。

19 人と自然と 自然を守る マングローブのすばら
しさをうったえなが
ら、植林活動をしてい
る「私」の生き方か
ら、自らも自然環境を
よくしていこうとする
態度を養う。

71 27

74 17

78 45



月 視点 内容項目 内容 教材
№

教材名 主題名 ねらい きづき
頁

まなび
頁

評価発問・学習活動

正倉院にはどのような宝物が保管
されているか知っていますか。

①今も千年前の人々と同じ物を見
ることができることについて、あ
なたはどのように思いますか。

②正倉院裂の復元模造に取り組む
プロジェクトチームの人々の気持
ちを考えましょう。

かんが
えよう

③生産量が低く、手間のかかる
「小石丸」を保存するという決断
について、どのように考えます
か。

多面
的・多
角的

文化遺産を受け継ぎ伝えようとす
る人たちの気持ちについて友達と
話し合い、伝統と文化を後世に伝
えることの意義についての考えを
広げている。

みつめ
よう

④歴史のあるものや文化に触れた
とき、あなたはどのような思いで
それらに向き合いたいと考えます
か。

自己と
つなげ
る

伝統と文化を後世に伝えることの
大切さについて、自分の体験や考
え方と照らして考えを深めてい
る。

「まなび」p.38について考える。

書家金澤翔子さんについて紹介し
ます。

かんが
えよう

①翔子さんとお母さんのそれぞれ
の思いについて考えましょう。

多面
的・多
角的

翔子さんとお母さんのそれぞれの
思いを友達と話し合い、お互いを
思い合う家族の愛情についての考
えを広げている。

②二人に共通している思いはどん
なことでしょう。

みつめ
よう

③自分の成長を願ってくれている
人と、どのように思いを伝え合お
うと思いますか。

自己と
つなげ
る

お互いを思い合う家族の愛情につ
いて、自分の体験や感じ方とつな
げて、考えを深めている。

金澤翔子さんの作品を見てみま
しょう。

戦後（昭和20年）の生活について
話します。

①みはらのおじいさんが「新聞を
読みにおいで。」と言ってくれた
ときのてつおは、どんな気持ち
だったでしょう。

②きれいなままの新聞を見た時、
てつおは何を考えたでしょう。

かんが
えよう

③真新しい新聞の理由を知った時
のてつおの気持ちを考えましょ
う。

多面
的・多
角的

おじいさん、おばあさんからの好
意に対するてつおの気持ちと気付
きについて友達と話し合い、自分
が日々、さまざまな人々から支え
られていることに対する感謝の気
持ちのもちかたについて、考えを
広げている。

みつめ
よう

④日々の生活の中の、さまざまな
人からの支えや助けに対して、ど
のようなところから応えていこう
と思いますか。

自己と
つなげ
る

日々自分を支えてくれている人に
対する感謝とその在り方につい
て、自分の体験や感じ方と照らし
て、考えを深めている。

「まなび」p.21コラムを読む。

オリンピックについて、どんなこ
とを知っていますか。

①初めてメディア村にボランティ
アに向かう時、タカコさんはどの
ような気持ちだったでしょう。

②タカコさんが「私に任された仕
事だわ」と思ったのはどういうも
のでしょう。

かんが
えよう

③ボランティアを経験したタカコ
さんが得たものは何だったので
しょう。

多面
的・多
角的

ボランティア活動に向き合うタカ
コさんの思いを友達と話し合い、
公共のために役立とうとする在り
方や意義についての考えを広げて
いる。

みつめ
よう

④社会活動などを経験した後の達
成感や充実感について考えましょ
う。

自己と
つなげ
る

自分の体験や考え方と照らして、
公共のために役立つ活動の意義と
充実感についての考えを深め、こ
れからに生かそうとしている。

教師の説話を聞く。

11

11

10

11

C 伝統と文化
の尊重、国
や郷土を愛
する態度

我が国や郷土の
伝統と文化を大
切にし、先人の
努力を知り、国
や郷土を愛する
心をもつこと。

20 小石丸がつなぐ
千年の糸

文化をつなぐ 優れた文化遺産を保存
するために努力してい
る人がいることを知
り、受け継ぎ伝えるこ
との重要性と、伝統文
化の継承のために、今
の時代を生きる自分が
できることについて考
える心情を育てる。

B 感謝 日々の生活が家
族や過去からの
多くの人々の支
え合いや助け合
いで成り立って
いることに感謝
し、それに応え
ること。

22 おばあさんの新
聞

感謝の心を伝え
て

てつおが、みはらのお
じいさんとおばあさん
からしてもらった行為
を通して、日々の生活
が様々な人に支えられ
たり助けられたりして
いることに気付き、感
謝する心情を育てる。

C 家族愛、家
庭生活の充
実

父母、祖父母を
敬愛し、家族の
幸せを求めて、
進んで役に立つ
ことをするこ
と。

21 お母様、幸せ？ たがいに思い合
う

金澤翔子さんと母泰子
さんの手記から、相互
に深い信頼関係で結ば
れていることについて
考えることを通して、
家族への敬愛の念を深
め、家族の一員として
貢献しようとする心情
を育てる。

C 勤労、公共
の精神

働くことや社会
に奉仕すること
の充実感を味わ
うとともに、そ
の意義を理解
し、公共のため
に役に立つこと
をすること。

23 オリンピックの
くれたもの

私にできること タカコさんががんばっ
てオリンピックのボラ
ンティアをやっている
姿を考えながら、ボラ
ンティア活動の役割に
ついて考え、公共のた
めに役立とうとする態
度を養う。

21

92 33

80 39

84 35

88



月 視点 内容項目 内容 教材
№

教材名 主題名 ねらい きづき
頁

まなび
頁

評価発問・学習活動

教材の舞台となった、ペルーにつ
いて知りましょう。

①何人かの選手が辞めてしまった
時、アキラはどんな気持ちになっ
たでしょう。

②アキラはペルーの選手に対して
どのように向き合おうと考えたの
でしょう。

かんが
えよう

③『上を向いて歩こう』の歌をき
いたアキラは、どのような気持ち
になったでしょう。

多面
的・多
角的

ペルーの選手たちに向き合おうと
するアキラの変化と姿勢について
友達と話し合い、文化や考え方の
違いを乗り越えた国際理解の在り
方についての考えを広げている。

みつめ
よう

④他国の人と交流するときに、ど
のような気持ちや考え方が必要で
しょう。

自己と
つなげ
る

文化や考え方の違いを越え、世界
の人々との親善に務めようとする
在り方について、自分の体験や考
え方と照らして、考えを深めてい
る。

他国の人と接するときに、どんな
気持ちを大切にしたいか、ノート
等に書く。

みなさんは「幸せ」についてどん
なイメージをもっていますか。

①「私の」「みんなの」「○○
の」「幸せ」は、同じでしょう
か。

②世界人権宣言の中で、発問①と
関係する条文について考えてみま
しょう。

かんが
えよう

③世界人権宣言が存在し続けるの
には、どのような意味があるので
しょう。

多面
的・多
角的

世界人権宣言についての友達との
話し合いを通して、社会正義を実
現させようとする意味についての
考えを広げている。

みつめ
よう

④「当たり前の幸せ」はどうした
ら手に入ると思いますか。

自己と
つなげ
る

人権と多様性を尊重した、誰もが
幸せな世界を実現させることにつ
いて、自分の体験や価値観と照ら
して、考えを深めている。

教師の説話を聞く。

この写真を見て、どのように思い
ますか。

①自転車を駐輪場に止めることに
した時の正人は、どのように考え
ていたのでしょう。

かんが
えよう

②自転車を歩道に止めようと思っ
た時のことを振り返った正人は、
どのようなことを考えたでしょ
う。

多面
的・多
角的

自分の行動を振り返った正人の気
付きについて友達と話し合い、一
人一人がきまりを守ることで実現
できる社会についての考えを広げ
ている。

みつめ
よう

③一人一人がきまりを守ること
は、どのような社会を実現するこ
とにつながると思いますか。

自己と
つなげ
る

一人一人がきまりを守ることで実
現する社会について、自分の体験
や考え方に照らして考えを深めて
いる。

「まなび」p.28について考えをま
とめる。

「自由」という言葉を聞いた時、
どんなことを思い浮かべますか。

①もしもあなたがこの指輪を持っ
ていたら、どんなことを考えます
か。

②もしも指輪を持っている羊飼い
の若者がそばにいたら、あなたは
どんなことを考えますか。

かんが
えよう

③この指輪を持つ人が考えなけれ
ばいけないことは、どのようなこ
とだと思いますか。

多面
的・多
角的

自由な考えや自由な行動のもつ意
味とその大切さについての話し合
いを通して、自律的な判断や自由
に伴う責任についての考えを広げ
ている。

みつめ
よう

④自分が「自由」であるために、
自分自身に必要なことはどのよう
なことでしょう

自己と
つなげ
る

自分の体験や価値観と照らして、
自由な考えや自由な行動のもつ意
味とその大切さについての考えを
深め、これからの在り方を考えて
いる。

「自由」であるためには、どんな
在り方が必要だと思うか、考えを
ノート等に書く。

11

12

12

12

C 国際理解、
国際親善

他国の人々や文
化について理解
し、日本人とし
ての自覚をもっ
て国際親善に努
めること。

24 ペルーは泣いて
いる

国と国をつなぐ
心

アキラが他国の文化や
考え方の違いを越えて
理解を得た姿を通し
て、世界の人々と積極
的に接し、国際親善に
努めようとする心情を
育てる。

C 規則の尊重 法やきまりの意
義を理解した上
で進んでそれら
を守り、自他の
権利を大切に
し、義務を果た
すこと。

26 放置自転車 きまりと社会 母の言葉をきっかけ
に、考えをめぐらせる
正人の気持ちから、一
人一人がきまりを守る
ことで実現できる社会
について考え、他人の
権利を尊重し、自分の
義務を果たそうとする
ための判断力を養う。

C 公正、公
平、社会正
義

誰に対しても差
別をすることや
偏見をもつこと
なく、公正、公
平な態度で接
し、正義の実現
に努めること。

25 みんなにあたり
まえの幸せを

私の幸せ・みん
なの幸せ

世界人権宣言がつくら
れた背景を考えること
を通して、人権と多様
性を尊重し、持続可能
な社会の形成に貢献し
ようとする態度を養
う。

A 善悪の判
断、自律、
自由と責任

自由を大切に
し、自律的に判
断し、責任のあ
る行動をするこ
と。

27 羊飼いの指輪 自由だからこそ 老人と若者のやりとり
を自分たちで考えるこ
とを通して、自由な考
えや自由な行動のもつ
意味、その大切さを実
感し、自律的で責任あ
る態度を養う。

106 7

96 41

100 31

102 29



月 視点 内容項目 内容 教材
№

教材名 主題名 ねらい きづき
頁

まなび
頁

評価発問・学習活動

「よりよい学校のために」という
ことについて考えましょう。

①二人はどんなことで対立してい
るのですか。

やって
みよう

②植山君と木島さんの立場に立っ
て、よりよい学校について意見を
言ってみましょう。

かんが
えよう

③二人の立場に、共通しているの
は、どのような思いでしょう。

多面
的・多
角的

異なる考えをもつ二人の意見の違
いについて友達と話し合い、学校
の一員としての在り方について、
考えを広げている。

みつめ
よう

④学校をよりよくするためには、
どのような考え方を大切にすれば
よいでしょう。

自己と
つなげ
る

集団の一員としての役割を自覚し
責任を果たすことについて、自分
の体験や考え方に照らして、考え
を深めている。

教師の説話を聞く。

「国を越えた思いやり」について
考えてみましょう。

①異国の地で日本人に助けても
らったエルトゥールル号の乗組員
は、どのような気持ちだったで
しょう。

②トルコ政府は危険な中で、なぜ2
機の飛行機を飛ばしたのでしょ
う。

かんが
えよう

③日本とトルコの間で、現在も続
いている交流には、どのような思
いが込められているのでしょう。

多面
的・多
角的

日本とトルコとの交流に込められ
ている思いを友達と話し合い、他
国との友好関係の在り方について
の考えを広げている。

みつめ
よう

④世界中の人々とどのような思い
でつながっていくことが大切で
しょう。

自己と
つなげ
る

他国との相互理解や友好関係を築
いていくことについて、自分の体
験や考え方に照らして、その在り
方についての考えを深めている。

「まなび」p.40を見ながら教師の
説話を聞く。

この写真は何でしょう。

①「山の畑には草をしけ」という
言葉を守ってきた農家の人々の思
いを考えてみましょう。

かんが
えよう

②お父さんの話を聞いて、「わた
し」はどのようなことを考えたで
しょう。

多面
的・多
角的

「わたし」の考えについて友達と
話し合い、自然や動植物との共存
の在り方についての考えを広げて
いる。

③世界農業遺産に登録された地域
は、どんな理由で登録されている
のでしょうか。

みつめ
よう

④自然環境を守るために、どのよ
うに考え、どのようにしようと思
いますか。

自己と
つなげ
る

自分の体験や考え方と照らして、
持続可能な社会の実現と自然環境
を守ることについての意欲を高め
ている。

教師の説話を聞く。

今日のお話の舞台を見てみましょ
う。

①了海は、どのような思いで洞門
を作る決心をしたのでしょう。

②実之助は、8年もの長い間、どの
ような思いで敵を探していたで
しょう。

③洞門を掘り抜きながら、二人の
気持ちはどのように変わっていっ
たのでしょう。

かんが
えよう

④正座し、目を閉じる了海を前
に、実之助はどのような思いが込
み上げてきたでしょう。

多面
的・多
角的

了海の行動とその思いに触れた実
之助の心の変容を友達と話し合
い、人としての在り方について考
えを広げている。

みつめ
よう

⑤人の心を動かすのはどのような
ものでしょう。

自己と
つなげ
る

真心の強さや美しさに触れた人の
心のありようについて、自分の体
験や感じ方に照らして、深く考え
ている。

教師の説話を聞く。

2

1

1

1 C よりよい学
校生活、集
団生活の充
実

先生や学校の
人々を敬愛し、
みんなで協力し
合ってよりよい
学級や学校をつ
くるとともに、
様々な集団の中
での自分の役割
を自覚して集団
生活の充実に努
めること。

28 だれが拾うの？ よりよい学校の
ために

学校を支えているのは
自分たち自身であるこ
とに気付かせるととも
に、そこに属する一員
としての役割を自覚し
責任を果たそうとする
心情を育てる。

D 自然愛護 自然の偉大さを
知り、自然環境
を大切にするこ
と。

30 山の畑には草を
しけ

自然との共生 茶農家のおじさんやお
ばあちゃん、お父さん
の話を聞いたときのか
ずこの気持ちを考えな
がら、自然や動植物の
共存のあり方を知り、
持続可能な社会の実現
に努めようとする態度
を養う。

C 国際理解、
国際親善

他国の人々や文
化について理解
し、日本人とし
ての自覚をもっ
て国際親善に努
めること。

29 エルトゥールル
号のきせき

国をこえた思い
やり

日本とトルコが互いに
助け合ったことで友好
関係を築いていったこ
とを知ることを通し
て、他国の人々や文化
を大切にし、思いやり
の心をもってともに支
え合おうとする心情を
育てる。

D 感動、畏敬
の念

美しいものや気
高いものに感動
する心や人間の
力を超えたもの
に対する畏敬の
念をもつこと。

31 青の洞門 重なる思い 洞門にかける了海の思
いや、了海の思いを受
け止めた実之助の心の
変容を考えることか
ら、人間の真心の強さ
や美しさに触れ、人間
としての在り方を見つ
め直す心情を育てる。

116 45

120 47

110 37

112 41



月 視点 内容項目 内容 教材
№

教材名 主題名 ねらい きづき
頁

まなび
頁

評価発問・学習活動

「銀のしょく台」について紹介し
ます。

①銀の食器を持ち出した時のジャ
ン・バルジャンの気持ちを考えま
しょう。

②「銀の食器は私たちの物だった
のだろうか。」と言っている時の
司教の気持ちを考えましょう。

かんが
えよう

③銀の食器と燭台を差し上げたと
言っている司教と、それを聞いた
時のジャン・バルジャンの思いに
ついて考えましょう。

多面
的・多
角的

ジャンの行動に対する司教の思い
について友達と話し合い、相手の
ありように対する理解と寛容の在
り方について、考えを広げてい
る。

みつめ
よう

④相手を受け入れることの難しさ
とよさについて考えましょう。

自己と
つなげ
る

相手の立場を理解し、寛容を示す
在り方について、自分の体験や考
え方と照らして考えを深めてい
る。

相手のことを受け入れることがで
きた経験などを、ノート等に書
く。

「命を見つめる」ということにつ
いて考えてみましょう。

①じいちゃんの命があと3か月だと
知ったときの「ぼく」の気持ちは
どうだったでしょう。

②「ぼく」はどんな思いで毎日自
分のお弁当を持ってお見舞いに
行ったのでしょう。

かんが
えよう

③「じいちゃん」からの手紙を読
んだ「ぼく」は、どのようなこと
を思ったでしょう。

多面
的・多
角的

じいちゃんの死に向き合う「ぼ
く」の思いについて友達と話し合
うことを通して、命の有限性や限
りある命を大切にすることについ
て、考えを広げている。

みつめ
よう

④限られた時間の中でお互いを大
切にすることについて考えましょ
う。

自己と
つなげ
る

限られた時間の中で生きているこ
との尊さや大切さについて、自分
の体験や考え方と照らして、考え
を深めている。

「まなび」p.42の短歌を読む。

バレリーナ森下洋子さんについて
見ていきましょう。

①小学校6年生で、一人で東京に出
てきた時、森下さんはどのような
思いだったのでしょう。

②祖母から森下さんはどのような
ことを学んだのでしょう。

かんが
えよう

③今でもけいこを続けている森下
さんの思いについて考えてみま
しょう。

多面
的・多
角的

今でもけいこを続けている森下さ
んの思いについて友達と話し合
い、自分の夢に向かって努力する
ことについて、考えを広げてい
る。

みつめ
よう

④努力するとはどういうことで
しょう。

自己と
つなげ
る

自分の体験や考え方と照らして、
自分の夢に向かって努力する意義
についての考えを深め、これから
に生かそうとしている。

自分がどんなことに向かって、ど
んな努力していきたいか、ノート
等に書く。

マザー・テレサについてどんなこ
とを知っていますか。

①マザー・テレサが一生を捧げよ
うと決心したのはどのようなこと
でしょう。

②「ありがとう」の言葉を残し、
息を引き取る人々は、マザー・テ
レサのどのような思いに対して
言ったのでしょう。

かんが
えよう

③マザー・テレサの言う、「人が
もって生まれてきた使命」につい
て考えましょう。

多面
的・多
角的

マザー・テレサの人々に対する姿
について友達と話し合い、目指す
生き方や誇りある生き方をしよう
とする在り方についての考えを広
げている。

みつめ
よう

④マザー・テレサの生き方を通し
て、誇りある生き方について考え
てみましょう。

自己と
つなげ
る

目指す生き方や誇りある生き方を
しようとする在り方について、自
分の体験や考え方と照らして、考
えを深めている。

「まなび」を使って振り返る。

3

3

2

2 B 相互理解、
寛容

自分の考えや意
見を相手に伝え
るとともに、謙
虚な心をもち、
広い心で自分と
異なる意見や立
場を尊重するこ
と。

32 銀のしょく台 相手を許す心 司教の行為を通して、
広い心で自分と異なる
意見や立場を尊重し、
相手の過ちを受け止
め、適切に対処できる
心情を育てる。

D よりよく生
きる喜び

よりよく生きよ
うとする人間の
強さや気高さを
理解し、人間と
して生きる喜び
を感じること。

35 マザー・テレサ 人々のために

じいちゃんとの限られ
た時間を大切にして過
ごす「ぼく」とお母さ
んの姿や、避けること
のできない「死」と残
された者の悲しみか
ら、「生きているこ
と」を見つめようとす
る心情を育てる。

A 希望と勇
気、努力と
強い意志

より高い目標を
立て、希望と勇
気をもち、困難
があってもくじ
けずに努力して
物事をやり抜く
こと。

34 平和への祈りを
舞踊にこめて

努力を重ねる 森下洋子さんの生き方
に触れ、自分の夢に向
かって努力しようとす
る態度を養う。

D 生命の尊さ 生命が多くの生
命のつながりの
中にあるかけが
えのないもので
あることを理解
し、生命を尊重
すること。

33 その思いを受け
継いで

命を見つめる

マザー・テレサの生き
方から、人間の強さや
気高さについて考え、
自分の目指す生き方、
誇りある生き方に近付
こうとする心情を育て
る。

134 15

138 49

126 27

130 43


